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年
三
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三
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日
提
出
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第
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号

麻
生
財
務
大
臣
の
「
日
本
の
新
聞
の
レ
ベ
ル
か
」
と
の
発
言
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

逢

坂

誠

二
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麻
生
財
務
大
臣
の
「
日
本
の
新
聞
の
レ
ベ
ル
か
」
と
の
発
言
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
三
十
年
三
月
二
十
九
日
、
麻
生
太
郎
財
務
大
臣
は
、
参
議
院
財
政
金
融
委
員
会
で
答
弁
し
、
森
友
学
園
へ
の
国
有
地
売

却
を
巡
る
財
務
省
の
決
裁
文
書
改
ざ
ん
問
題
に
関
連
し
、
「
森
友
の
方
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
��
よ
り
重

大
だ
と
考
え
て
い
る
の
が
、
日
本
の
新
聞
の
レ
ベ
ル
か
」
と
述
べ
、
わ
が
国
の
新
聞
報
道
の
あ
り
方
を
批
判
し
た
。

麻
生
財
務
大
臣
は
、
同
月
八
日
に
行
わ
れ
た
十
一
か
国
に
よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
署
名
式
に
つ
い
て
、
「
茂
木
大
臣
が
零
泊
四
日
で

ペ
ル
ー
往
復
し
て
い
た
が
、
日
本
の
新
聞
に
は
一
行
も
載
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
も
批
判
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
主
要
各
紙

は
こ
の
署
名
式
を
報
じ
て
お
り
、
事
実
に
反
す
る
。
ま
た
署
名
式
の
開
催
地
は
ペ
ル
ー
で
は
な
く
、
チ
リ
の
首
都
サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
で
あ
る
。

麻
生
財
務
大
臣
の
発
言
は
、
新
聞
報
道
自
体
を
た
め
ら
わ
せ
る
よ
う
な
事
後
的
な
規
制
、
「
検
閲
」
で
あ
る
の
か
、
さ
ら
に

は
新
聞
報
道
の
あ
り
方
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
が
問
題
と
な
る
。
憲
法
学
者
の
議
論
で
は
、
事
後
的
に
行
わ
れ
た
り
し
た
場
合

も
「
検
閲
」
で
あ
る
と
す
る
学
説
は
多
い
。
ま
た
、
日
本
国
憲
法
第
二
十
一
条
に
由
来
す
る
国
民
の
知
る
権
利
を
担
保
す
る
新

聞
報
道
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
日
本
国
憲
法
第
六
十
五
条
で
い
う
行
政
権
の
属
す
る
内
閣
の
一
員
で
あ
る
国
務
大
臣
が
国
会
で

批
判
的
な
見
解
を
加
え
る
こ
と
に
は
強
い
違
和
感
が
あ
る
。

一



最
高
裁
判
所
は
、
日
本
国
憲
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
い
う
「
検
閲
」
に
つ
い
て
「
行
政
権
が
主
体
と
な
っ
て
、
思
想
内
容

等
の
表
現
物
を
対
象
と
し
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
の
発
表
の
禁
止
を
目
的
と
し
て
、
対
象
と
さ
れ
る
一
定
の
表
現
物
に
つ
き
網

羅
的
一
般
的
に
、
発
表
前
に
そ
の
内
容
を
審
査
し
た
上
、
不
適
当
と
認
め
る
も
の
の
発
表
を
禁
止
す
る
こ
と
を
、
そ
の
特
質
と

し
て
備
え
る
も
の
」
と
判
示
し
て
い
る
（
最
大
判
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
十
二
日
、
民
集
三
十
八
巻
十
二
号
）
。

芦
部
信
喜
は
『
憲
法
』
の
中
で
、
「
検
閲
の
時
期
は
、
思
想
内
容
の
発
表
前
か
後
か
で
判
断
さ
れ
て
き
た
が
、
表
現
の
自
由

を
知
る
権
利
を
中
心
に
構
成
す
る
立
場
を
と
れ
ば
、
む
し
ろ
思
想
・
情
報
の
受
領
時
を
基
準
と
し
て
、
受
領
前
の
抑
制
や
、
思

想
・
情
報
の
発
表
に
重
大
な
抑
止
的
な
効
果
を
及
ぼ
す
よ
う
な
事
後
規
制
も
、
検
閲
の
問
題
と
な
り
う
る
」
と
の
見
解
を
示
し

て
い
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
麻
生
財
務
大
臣
の
発
言
に
関
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
「
日
本
の
新
聞
の
レ
ベ
ル
」
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
基
準
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

二

一
に
関
連
し
て
、
「
日
本
の
新
聞
の
レ
ベ
ル
」
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
基
準
は
、
麻
生
財
務
大
臣
自
身
の
見
解
に
止

ま
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。
例
え
ば
、
麻
生
財
務
大
臣
は
、
茂
木
大
臣
の
出
張
に
つ
い
て
、
「
日
本
の
新
聞
に
は
一
行
も

載
っ
て
い
な
か
っ
た
」
こ
と
を
疑
問
視
す
る
答
弁
を
行
っ
て
お
り
、
独
自
の
価
値
基
準
を
持
っ
て
い
る
と
思
料
す
る
。
政
府

二



の
見
解
如
何
。

三

麻
生
財
務
大
臣
が
国
会
で
行
っ
た
「
日
本
の
新
聞
の
レ
ベ
ル
か
」
に
関
す
る
答
弁
は
、
わ
が
国
の
新
聞
報
道
の
あ
り
方
に

言
及
し
て
お
り
、
「
対
象
と
さ
れ
る
一
定
の
表
現
物
に
つ
き
網
羅
的
一
般
的
に
、
発
表
前
に
そ
の
内
容
を
審
査
し
た
上
、
不

適
当
と
認
め
る
も
の
の
発
表
を
禁
止
す
る
こ
と
」
に
付
随
す
る
「
そ
の
特
質
と
し
て
備
え
る
も
の
」
に
あ
た
り
、
日
本
国
憲

法
第
二
十
一
条
に
違
反
す
る
の
で
は
な
い
か
。

四

麻
生
財
務
大
臣
が
国
会
で
行
っ
た
「
日
本
の
新
聞
の
レ
ベ
ル
か
」
に
関
す
る
答
弁
は
、
わ
が
国
の
新
聞
報
道
の
あ
り
方
に

言
及
し
て
お
り
、
「
受
領
前
の
抑
制
や
、
思
想
・
情
報
の
発
表
に
重
大
な
抑
止
的
な
効
果
を
及
ぼ
す
よ
う
な
事
後
規
制
」
で

あ
り
、
「
検
閲
の
問
題
と
な
り
う
る
」
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

五

麻
生
財
務
大
臣
は
当
該
答
弁
に
つ
い
て
、
謝
罪
し
た
上
で
撤
回
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

六

行
政
権
の
行
使
の
主
体
で
あ
る
内
閣
の
一
員
た
る
国
務
大
臣
が
、
新
聞
報
道
の
あ
り
方
に
つ
い
て
国
会
で
批
判
的
な
論
評

を
加
え
る
こ
と
は
明
ら
か
に
不
適
当
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
財
務
大
臣
が
所
管
し
て
い
る
財
務
省
理
財
局
に
よ
る
決
裁
文
書

に
つ
い
て
の
報
道
に
批
判
的
な
論
評
も
行
っ
て
い
る
。
か
か
る
人
物
を
財
務
大
臣
に
任
じ
た
安
倍
総
理
自
身
の
政
治
責
任
も

問
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

三



右
質
問
す
る
。

四


